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石川啄木㲨読㳯㲼英語資料㳊㴊㱟㴨㴐言語学
日　　景　　敏　　夫
１．はじめに
　corpus（コーパス）の定義は、The Oxford 
English Dictionary によると、”The body of 
written or spoken material upon which a 
linguistic analysis is based”（言語分析をする
ための言語資料の集合体）となっているが、こ
の定義はコンピューターが普及する前のもの
で、現在使われているコーパスの定義は、「言
語研究に使用されることを想定し、新聞・雑
誌・小説などをコンピューターで利用可能に
したテキストの集合体」（英語コーパス言語学
p.17 ）である。コーパス言語学とは、このコン
ピューター処理が可能なコーパスに基づき、
TEXTANA、KWIC Concordance for Win-
dows, 「秀丸」などの分析ソフトなどを用いて、
言語分析を行う言語学をさし、急速に興隆して
きた言語学の一分野である。
　岩城之徳と藤沢　全は（1）は筑摩版新全集の編
集の過程に、幾多の新しい資料を発見し、なか
でも市立函館図書館で、見ることのできた啄木
の詩稿ノート“EBB AND FLOW”は、今後
の研究者に重要な示唆を与える新資料であると
して、その詩稿ノートの全貌を紹介している。
　この詩稿ノート“EBB AND FLOW”は啄
木が渋民村の宝徳寺で、はじめて筆名を「啄
木」と名乗って、詩人として再起する最も大切
なノートであることは間違いなく新全集で最も
注目すべき貴重な資料であった。（2）これは筑摩
書房『石川啄木全集』第 2 巻「詩集編」に全文
収録されている。
　この「アメリカの詩集と石川啄木」―新発見
の詩稿ノート“EBB AND FLOW”を中心に
―の研究においては、ノートの作成年月日、大
きさ、表紙の状態、啄木が選んだ 41 篇の作品
名とその日本語訳、作者とその国籍などが書か
れている。さらに、研究を進めるために、原本
を求めて、国会図書館を始め関係図書館で原本
を渉猟するが、見当たらない。たまたま、その
方面に詳しい人の示教で、早稲田大学図書館
に行く。図書館所蔵の A. L. Ward 編“SURF 
AND WAVE : THE SEA AS SUNG BY THE 
POETS”を閲覧し、その 1 巻全部のマイクロ
フィルムを作成してもらっている。30 年以上
も前のことなので、研究するにあたっては、そ
れくらいの苦労は当然であったのだろう。今
年の夏、市立函館図書館に行き、啄木の詩稿
ノート「EBB AND FLOW」を閲覧してきた
が、不思議なことに、表紙のタイトルが「ABB 
AND FLOW」となっていた。ページを開くと、
第 1 ページから始まって、冒頭の詩、Bayard 
Taylor の “THE WAVES”が書かれている。
筑摩書房『石川啄木全集』第 2 巻「詩集編」に
は、その次に「北の海」という啄木の自作の詩
がのっているが、白黒の原本のレプリカの詩稿
ノートにはなかった。早速、係りの人に尋ねて
みた。少し驚かれた様子で、あちこちと問い合
わせをしてもらった結果、文学館に展示してあ
る、カラーのレプリカにはそれらしき日本語が
うすく書かれていることが分かった。結局、「北
の海」だけ、鉛筆書きされていたようで、時が
経つにつれ、文字がかすれてしまったようであ
る。
　また、川並秀雄（1972）（3）、大谷利彦（1974）（4）、
森　一（1982）（5）は、啄木が使用した英語資料を、
それぞれかなりの年月をかけて収集し、それに
関して分析・解説を試み、貴重な資料を本にま
とめている。それでも、啄木が第 1 次上京当初
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に購入した“Gleanings from the English po-
ets”や“Seven English classics”などは、入手
不可能であったという。さらに、Montgomery
の“Twilight”が見つけられずにいる。インター
ネット時代の今日においては、当時、啄木が参
考資料として、あるいは英語の鍛錬をするため
に、買い求めた英語の本は、その正確な情報が
ネット上でほとんど手に入れることが出きる。
中には電子書籍形式で読むことができるもの
もある。また、その作品を Kwic Concordance 
for Windows や「秀丸」などの分析ソフトに取
り込んで、その作品の語彙リスト、総単語数、
使用単語数調べることが出来、難易度も分かる。
それにつけても、啄木が選んだ本はすべて名作
といわれるものばかりであり、現在も古典とし
て、外国はもちろん国内でも読まれている。そ
の眼識力は目をみはるものがあり、どこでその
本の情報を得たのかは非常に興味のあるところ
である。
　本論の目的は、（1）20 年、30 年前に先人が行っ
た啄木の英語資料を再検証すること。（2）啄木
が使用した英語資料を実際にダウンロードし、
英文の難易度及びその書物を買い求めた理由を
追求すること。（3）上記（1）と（2）を通して、
啄木の真の英語力とは何か、を考察することで
ある。
２．啄木の英語鍛錬（第一次東京生活）
　啄木が第 1 次東京生活で買い求めた英語の資
料を、日記に出てくる順に、インターネットか
らダウンロードし、買った理由、どの程度の英
語であるのか分析してみたい。
明治 35 年　11 月 11 日　快晴。
　「朝、故家より手紙来り北海道なる山本氏よ
りの送金切手送り来る。
　野村兄訪ね来たまひぬ。雑談に時を移し午後
一時かへらる。それより外出して日本力行会に
金子兄を訪ひ、為替受取て裏神保丁に古本屋尋
ねまはり
　Tales from Shakespeare, By Charles Lamb.
　Childe Harold, By Byron.
　Gleanings from the English poets.　
　“Arthur” Tennyson.
　Seven English classics.
　等求め
２.１啄木の英語資料
１．Tales from Shakespeare, By Charles Lamb.（6）
　この本は Charles and Mary Lamb によっ
て、シェークスピア研究入門書として書かれ
たもので、1807 年に最初に出版された。現代
語訳で書かれているが、原文のことばの効果を
損なわないような配慮がなされている。内容は 
“Tempest”から“Othello”に至る 20 の作品
が掲載されて、現代でも数多くの出版社から出
されている。この本を、Google で調べてみる
と下記の図（1）に示す本につきあたる。この
絵をクリックすると、目次があり、各目次がハ
イパーリンクで本文とつながり、読むことが可
能である。筆者もこの中古本を早速買い求め、
現在は手もとにある。しかし、この本は現在多
くの人によって読まれているが、1987 年に、
出版されたもので、啄木が読んだものではない。
　参考のため、ラムのシェークスピアの「ロメ
オとジュリエット」の冒頭部分をあげておく：
Romeo And Juliet 
　The two chief families in Verona were the 
rich Capulets and the Montagues. There had 
been an old quarrel between these families, 
which was grown to such a height, and so 
図1 Tales from Shake-
speare, By Charles 
Lamb.
 盛岡大学紀要　第 28 号
―  49 ―
deadly was the enmity between them, that it 
extended to the remotest kindred, to the fol-
lowers and retainers of both sides, insomuch 
that a servant of the house of Montague 
could not meet a servant of the house of 
Capulet, nor a Capulet encounter with a Mon-
tague by chance, but ﬁ erce words and some-
times bloodshed ensued ; and frequent were 
the brawls from such accidental meetings, 
which disturbed the happy quiet of Verona’s 
streets.
　現在では Shakespeare の“Romeo and Ju-
liet”の原文は英米文学のサイト Project Guten-
berg から、ダウンロードでき、その日本語訳
は「青空文庫」、坪内逍遙訳で読むことができ
る。啄木が読んだシェークスピアの「ロメオ
とジュリエットの部分を、Kwic Concordance 
for Windows に取り込んで、総単語数、使用単
語数を調べてみると、次のようになる：［総単
語数　6714、　使用単語数　1525］ 
　現在、高校までの学習語彙は約 3000 語であ
り、「ロメオとジュリエット」の語彙リストを
みてもこの範囲に収まっており、やさしい英文
である。森　一は「相当難解な英文であり、現
在の大学教養課程の教科書としても、決して容
易なものではない。」とのべているが、使用単
語数 1525 から判断すると、高校生レベルの読
み物である。一方、川並秀雄は「本書は子供の
読み物として作られたのであるが、大人にも面
白い読み物となり、わが国でも早くから読まれ、
Romeo and Juliet は本書の最初をかざるもの
である。」と述べている。森　一は、同氏が述
べていることは勘違いで、「ロメオとジュリエッ
ト」は 20 篇のうち、17 番目にある、と指摘し
ている。INTERNET ARCHIVE には、30 冊
ほどの Tales from Shakespeare が載っている
が、作品の配列は 2 つに分かれている。
（1）
1. The Tempest /2.A Midsummer Night’s 
Dream/3. The Winter’s Tale/4. Much Ado 
about Nothing /5. As You Like It /6. The 
Two Gentlemen of Verona/7. The Merchant 
of Venice /8. Cymbeline /9. King Lear /10. 
Macbeth/11. All’s Well that Ends Well /12. 
The Taming of the Shrew/13. The Com-
edy of Errors/14. Measure for Measure/15. 
Twelfth Night ; or What You Will /16. Timon 
of Athens/17. Romeo and Juliet /18. Hamlet, 
Prince of Denmark/19. Othello/20. Pericles, 
Prince of Tyre
（2）
1. Romeo and Juliet/2. King Lear/3. Othello 
/4. Macbeth /5. Timon of Athens /6. The 
Merchant of Venice/7. The Comedy of Er-
rors/8. Hamlet, Prince of Denmark/9. The 
Tempest/10. As You Like It/11. Much Ado 
about Nothing /12. A Midsummer Night’s 
Dream/13. Measure for Measure /14. The 
Taming of the Shrew/15. Twelfth Night ; or 
What You Will /16. Pericles, Prince of Tyre 
/17. The Winter’s Tale /18.All’s Well that 
Ends Well /19. The Two Gentlemen of Ve-
rona /20. Cymbeline
（1）番目の配列が最も多いが、（2）番目の配列
のものも幾つかある。森　一は前者の本を参照
し、川並秀雄は後者の本を参照しているのであ
る。後者の本としては、日本でも早くも、明治
35 年 10 月 14 日に、岡崎屋書店から復刻版と
して出版されている。岡崎屋書店特約賣捌所の
リストには、啄木がよく行く中西屋書店が一番
目に載っている。啄木がこの原本を購入した可
能性がある。
十一月十二日　快晴、
　「故山の友への手紙かき初む。
　「一日英語研究に費す、読みしはラムのセー
クスピーヤにてロメオエンドジユリエツトな
り。」と、買い求めた翌日に「ロメオとジュリエッ
ト」を読んでいる。
　啄木が上京する際、節子は盛岡駅のホームに
ひっそりたたずんでいた。まだ、二人の仲は公
けに認められていなかったのである。盛岡中学
を中退し、無職で、この先どうなるか分からな
い自分が、すんなりと堀合家に歓迎されるとは
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思えない。今後、起こるであろう様々な困難を
「ロメオとジュリエット」に重ね合わせていた
のであろう。節子を忍んで、次の歌も詠んでいる。
　つみて掩ふてはなたざるべき白百合のみ胸秋
なる吾袖めすや。（13 日）
　夕星の瞬き高き雲井より落ちし光と我恋ひむ
る。（13 日）
　杜陵なる美しの人のもとへながき文認む。（14
日）
２．Childe Harold, By Byron（7）
　正式名は、Childe Harold’s Pilgrimage（『チャ
イルド・ハロルドの巡礼』）である。ケンブリッ
ジ大学を卒業後、バイロンは、憂鬱であった。 
重苦しい心のはけ口を求め 2 年間の地中海の旅
へと出る。帰国後、1812 年に、その旅での感
慨を記した書籍である長篇詩「チャイルド・ハ
ロルドの巡礼」を発表した。そして、この「チャ
イルド・ハロルドの巡礼」という書籍は、たち
まちのうちにロンドンの人々を熱狂的にさせ
「ある朝、目覚めてみると有名になっていた。」
と日記に書いたという。 この熱狂的な歓迎は、
バイロンをロンドン最高の社交界の英雄にもさ
せた。バイロンの、その美貌と、そして「びっこ」
な詩人という、神秘的な憂鬱と情熱を持った若
き男爵は、ロンドンの女性の心を捉えてしまっ
たという。この長篇詩は、英米文学のサイト
Project Gutenberg からダウンロードできる。
現在では、九州大学出版から、その解説書が
第 1 巻～第 3 巻まで刊行されているが、まだ第
4 巻は出版されていない。それくらいの長編詩
である。分析ソフトには、TEXTANA、Kwic 
Concordance for Windows、「秀丸」など色々
あるが、ここでは、Project Gutenberg からダ
ウンロードしたテキスト”Childe Harold’s Pil-
grimage”を「秀丸」に取り込んで、｢巡礼｣ に
関しての基本情報を得ることにする。
　図 2 － 1　秀丸に取り込んだ Gutenberg の Childe Harold
（1）構成、長さと出版年 :
　Canto the First　  1260 行　　1812 年出版
　Canto the Second  1384 行　　1812 年出版
　Canto the Third    1466 行　　1816 年出版
　Canto the Fourth  2734 行　　1818 年出版 
計　6844 行
（2）啄木が愛唱していた I love not man the 
less, but nature more.の一節はどこにあるのか。
　秀丸の検索画面に the less と入力し、実行し
てみると次の部分が示される：
CLXXVIII.（即ち、第4巻の6217行目に出てくる）
　There is a pleasure in the pathless woods,
　There is a rapture on the lonely shore, 
　There is society where none intrudes, 
　By the deep Sea, and music in its roar : 
　I love not Man the less, but Nature more, 
　From these our interviews, in which I steal 
　From all I may be, or have been before, 
　To mingle with the Universe, and feel
　What I can ne’er express, yet cannot all 
図 2　Childe Harold’s 
Pilgrimage 　
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conceal.
（3）啄木が記憶していたこの詩のスペルに関し、
川並氏と森氏の指摘がことなるのは何故か。
　啄木が参考にした本は、川並秀雄（1972）に
よると、Favorite Poems, Selected From Eng-
lish and American Authors（8）であるという。
これを Google で検索してみると図 3 の本が出
てくる。INTERNET ARCHIVE のサイトで、
電子書籍として読むことも可能である。この本
の 123 ページに“Solitude”が載っている。啄
木が記憶していたこの詩のスペルが間違ってい
ることを、森　一、川並秀雄、両氏が異なる指
摘をしているが、森氏は 4 巻からなる「巡礼」
を参照し、川並氏は選詩集”Favorite”を参考
にしているからである。
（4） 啄木は何故この本を購入したのか。
　森　一（1982）は「I love not Man the less, 
but Nature more,（啄木は、I love the man, 
but nature more, として記憶している）が、
「チャイルド・ハロルドの巡礼」、第 1 篇から第
4 編のうちどの部分からの出典であるかを確か
めるために買い求めたのではなかろうか」（9）と
述べている。Childe Harold’s Pilgrimage は、
バイロンが自分の青年期を書いた本でこれが大
当たりして、I awoke one morning and found 
myself famous.（ある朝、目をさますと有名に
なっていた。）とバイロンに言わしめた本であ
る。この言葉は、英文法の参考書にはたいてい
出てくる。自己を天才と自覚していた啄木は、
この言葉を信じて上京したに違いない。「東京
で必ず成功してやろう！」と。秋奖笛語の冒頭
はその気持ちの表出である。しかし啄木が買い
求めたのは第 4 巻からなる高価な大作ではな
く、手軽に買えた、Favorite Poems, Selected 
From English and American Author であると
推察する。但し、明治 41 年 7 月 2 日に、再度、
この本を購入しているのは気になるところであ
る。
（5）啄木が授業中に、この詩の一節、I love 
not man the less, but nature more を 50 回、
60 回もノートに書いているが、どこでこの詩
に出会ったのであろうか。
　啄木がどういう機会にこの詩句を知ったのか
に関しては、大谷利彦は、「バイロンの詩は、
彼が教わったナショナル・リーダーにも、ユニ
オン会の仲間と輪読したユニオン・リーダーに
も出ていない。教師を通じて知ったとすれば大
井蒼梧あたりであろう。」（10）と述べている。確
かに、大井　蒼梧は、明治 33 年に「新詩社」
の社友となり、明治 35 年 4 月に理科・英語の
教員として盛岡中学に赴任し、英文学に通じて
いることから、啄木らに迎えられ、白羊会の
顧問となっている。（11）啄木がこの詩を授業中に
「50 行も 60 行も並べて書いた」のは、それ以
前のことである。啄木が、中学三年の終り頃、
金田一京助から借りた『明星』（第三号）に、
福井飛雲が「詩人ホウイチーヤ」を投稿してい
る。その中で、ホウイチーヤをバイロンと比較
した記事の冒頭に、’I love not Man the less, 
but the Nature more.’がある。恐らく、ここ
で初めて、バイロンの詩に出会ったのであろう。
その冒頭部分を次に引用する。：
　詩人ホウイチーヤ　福井飛雲（明星第 3 号　
図 3　 Favorite Poems, 
Selected From English 
and American Authors
図 4　Solitude
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明治 33 年）
　「I love not Man the less, but the Nature 
more　天然を愛するは人間の特性なり、殊に
詩人の至情なり、世を捨て人に捨てられつゝ、
天涯満里夢冷かに浮世の無情を喞ちしバイロン
も、尚ほ且つ天然に執着するの念慮を抑ふると
能はざりしなり、ホウイチーヤは米国の詩人
なり、春花秋月巧みに自然の風光を歌ひ、柳
暗花明好んで天然の趣を写し、…」 恐らく、こ
のバイロンの一節の出所を調べ、先に述べた
Favorite Poems, Selected From English and 
American Author の”Solitude”に突き当たっ
たのであろう。
　啄木は数多くの西洋文芸家の情報を渉猟して
いるが、文学に目覚めた頃は、大部分が「明星」
によるものである。参考として、第一号から第
五号までの、掲載内容を次に挙げておく：第 1
号（明治 33 年 4 月）　アストン氏の和歌論、独
詩評釈（ゲーテの人生体験など），島崎藤村の「旅
情」、蒲原有明の「董の歌」。第 2 号（明治 33
年 5 月）英詩評釈（テニスンの Mariana）独詩
評釈（ハイネの Buch der Lieder の中の詩）、
アストン氏の和歌論。3 号（明治 33 年 6 月）
英詩評釈（テニスンの Mariana の続行）独詩
評釈（ハイネの Buch der Lieder の中の詩）、
ハイネが事、詩人ホウイチーヤ、アストン氏の
和歌論、英国詩集テニスン氏肖像。第 4 号（明
治 33 年 7 月）独逸詩人ハイネ氏肖像、英詩評
釈（前号続行）、騎士（シャックの劇詩「アウ
エルステットの騎士」の解説。第 5 号（明治
33 年 8 月）英詩評釈（テニスンの「廃屋」）、
独詩評釈（前号続行）、詩界雑感（外山正一の
律格無用論に対する批評）
　啄木が「雲は天才である」で生徒に歌わせた
歌、「春まだ浅く」は、第 1 号の島崎藤村の「旅
情」の影響を受けている。但し、藤村は、五七
調、六節からなり、啄木の詩は、七五調、六節
からなる。「旅情」の前に発表された「初恋」
は七五調である。
旅情：小諸なる古城のほとり、雲白く遊子悲し
む、緑なすはこべは萌えず、若草も藉くによし
なし、しろがねの衾の岡邊、日に溶けて淡雪流
る
春まだ浅く：春まだ浅く月若き、生命の森の夜
の香に、あくがれ出でて我が魂の、夢むともな
く夢むれば、さ霧の彼方そのかみの、希望は遠
くたゆたいぬ
初恋：まだあげ初めし、前髪の、林檎のもとに、
見えしとき、前にさしたる花櫛の、花ある君と
思ひけり
（6）”Solitude”とバイロンは、どんな関係なの
か　
　 森　 一（（1982） は、「”Solitude” と は、
その当時、日本に輸入された選詩集の編者が
便宜上使用した題名と思われる。」（11）と述べて
いるが、これは森氏の誤解である。http ://
es.wikipedia.org/wiki/lord_byron というサイ
トには、Solitude というタイトル
で別の詩が紹介されている。
SOLITUDE（XXV）
To sit on rocks, to muse o’er ﬂ ood and fell,　
To slowly trace the forest’s shady scene,
Where things that own not man’s dominion 
dwell,
And mortal foot hath ne’er or rarely been ;
To climb the trackless mountain all unseen,
With the wild ﬂ ock that never needs a fold ;
Alone o’er steeps and foaming falls to lean ;
This is not solitude, ‘tis but to hold
Converse with Nature’s charms, and view 
her stores unrolled.
But midst the crowd, the hurry, the shock of 
men,
To hear, to see, to feel and to possess,
And roam alone, the world’s tired denizen,
With none who bless us, none whom we can 
bless ;
Minions of splendour shrinking from distress!
None that, with kindred consciousness en-
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dued,
If we were not, would seem to smile the less
Of all the ﬂ attered, followed, sought and sued ;
This is to be alone ; this, this is solitude!
　そして、この詩を次のように分析している：
　In the ﬁ rst stanza, Byron describes us the 
idyllic aspects of the contact with the nature. 
He speaks about forests, mountains...
Through a variety of literary recourses （like 
metaphors, i.e. : "Converse with Nature’s 
charms”） the author emphasizes that to be 
alone in the nature doesn’t mean to be in 
solitude, because the nature itself goes with 
us.
　「第 1 連において、バイロンは自然との牧歌
的な側面からの接触について述べている。彼は
森、山…などについて語る。メタファーのよう
な、色々な文学的技法（例えば、自然の魅力と
の対話（Converse with Nature’s charms）に
よって、著者は、自然の中に一人でいることは
孤独であることを意味しない。自然そのものは
我々と調和しているからである、と強調する。」
　In the second stanza, the poet tries to 
express us that the city is the place where 
there is solitude. According to the poem, in 
spite of that there’s civilization and many 
people around us, we’re alone. For example, 
in the second and third verses, Byron con-
trasts the reality and the simple appearance. 
He tries to explain us that in this society no-
body is concerned for another one, and this is 
the genuine solitude.
　「第 2 連において、詩は、都市は孤独を感じ
る場所であると表現している。詩によると、我々
の周りには文明があり、多くの人々がいるにも
かかわらず、我々は孤独である。例えば、2 節
と 3 節でバイロンは現実と自然とを対照してい
る。彼は、この社会においては誰も他人に関心
を持たない、これが本当の孤独なのであると説
明しようとしている。」
　このように Solitude と Nature は相いれない
もので、対立する概念であり、バイロンの詩の
大きなテーマなのである。啄木は「春まだ浅く」
の第 3 連の詩の中で、「ここは何処と我問えば、
汝が故郷と月答ふ」と自然との対話を試みてい
る。
　啄木は第 1 回目の上京直後の十一月十四日の
日記に次のように記している：
　「人若し、「汝の慰籍者は何ぞ」と問はば余は
直ちに答へて示さん、右に白百合の一花を左に
郷なるユニオンの友らを指して。
　友の校友会雑誌に出すべきてふ「黙」と云
ふ文の伷概をききて我はかのバイロンのソリ
チュード中の精神を思出しぬ――」
　啄木の言う「ソリチユード中の精神」がどの
ようなものであるか、定かではないが、恐らく、
不慣れな都会での生活において孤独感に陥って
いたのであろう。
　4 巻からなる「ハロルド」は、［総単語数、
38380　使用単語数　6454］である。 大学教養
課程までに習得が期待される 4000 語をはるか
に超えている。難易度が高い作品である。
３．Gleanings from the English poets（13）
図 5　Gleaning from the English poets
　この本に関しては川並秀雄も森　一もとも
に、如何なるものであるか入手できない、とし
ている。これは次の本であり、現在でも入手可
能である。“Gleanings from the English poets : 
Chaucer to Tennyson”これは、チョーサーか
らテニスンまで 185 人の詩人の選集で、編集は
Robert Inglis、出版社は Edinburgh ; London : 
Gall and Terrace, 1881 で あ る。1 番 目 の．
GEOFFREY CHAUCER（The Good Parson、
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Good Counsail） か ら 185 番 目 の ALFRED 
TENNYSON（Christmas Bells）までの詩人の
詩が収められている。この本は BibliOZ.com、
Amazon.com から入手できる。
４．”Arthor “Tennyson
　
　アルフレッド・テニスンの『アーサ王の死』
（Morte d’Arthor,1884）。1842 年、Poems 中
の一編として出版。303 行から成る長編詩で、
単独の本としては存在しない。これは Fitzger-
ald によると、1835 年の春に書かれたものであ
る。その冒頭部分を次に挙げておく：
So all day long the noise of battle roll’d
Among the mountains by the winter sea ;
Until King Arthur’s table, man by man,
Had fall’n in Lyonness about their Lord,
King Arthur : then, because his wound was 
deep
The bold Sir Bedivere uplifted him,
Sir Bedivere, the last of all his knights,
And bore him to a chapel nigh the ﬁ eld, 
Literature Network » Lord Alfred Tenny-
son » Morte D’Arthur を参照
　3 と 4 の本は同一の可能性がある。啄木が
日記に書いている、3．の Gleanings from the 
English poets には著者名がなく、4 の”Ar-
thur”  Tennyson も不完全な記述であり、単独
の本として存在しない。3 と 4 を合わせると、
Gleanings from the English poets : Chaucer to 
Tennyson の表記に近くなる。いずれにしても、
もう一度原本にあたって見る必要がある。
５．Seven English Classics（14）
　この本に関しては、森一氏は、「いかなる内
容か不明」としている。川並氏は言及していな
いが、「ジェーン・オーステｲン」全集：『7 大古
典』と思われ、現在でも入手可能である。原本
は The Complete Novels of Jane Austen : Sev-
en Great English Classics で内容は次の通り：
『高慢と偏見』（Sense and Sensibility,1811）、
『分別と多感』（Pride and Prejudice,1813）、『マ
ンスフィールド・パーク』（Mansﬁ eld Park,　
1814）、『エマ』（Emma,1815）、『ノーサンガー・
アベイ』（Northanger Abbey,1817）、『説得』
（Persuasion,1817）、『 ス ー ザ ン 婦 人 』（Lady 
Susan,1794）の 7 作品が載っている。7 頁から
1,291 頁におよぶ大作である。啄木が入手した
理由ははっきりしないが、恐らく小説の構想を
立てるための参考として買い求めたものであろ
う。Penguin Books から入手可能である。 
　Sense and Sensibility ［総単語数　128032、
使用単語数 7006］、Mansﬁ eld Park［総単語数　
161500、使用単語数 7787］ Emma［総単語数 
162071, 使用単語数 7174］、Northanger Abbey
［総単語数 78295、使用単語数 6053］、Lady 
Susan［総単語数 23262、使用単語数 2893］　
かなり難解な本で、啄木がどの程度読みこなし
たかは疑問である。
６．Shakespeare’s “Coriolanus”（15）
十一月十三日　快晴、
　午前英語。
　午時より番町なる大橋図書館に行き宏大な
る白壁の閲覧室にて、トルストイの我懺悔読
み連用求覧券求めて四時かへる。…  Shake-
speare’s “Coriolanus”求む。
図 6　The Complete 
Novels of Jane Aus-
ten : Seven Great 
English Classics
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Clarendon Press Series で購入可。
　参考として ACT1 の坪内逍遥訳を付してお
く：
Act 1, Scene 1
SCENE I. Rome. A street.（第 1 場　羅馬街上）
Enter a company of mutinous Citizens, with 
staves, clubs, and other weapons 
First Citizen （暴動を起こした市民らの一群（ひ
とむれ）が、棒ちぎりだの、先太り棍棒だの、
其他の獲物を携へてがやがやがやがやいって出
る。）
First Citizen（市の一）
Before we proceed any further, hear me 
speak. （いよいよやっつける前に諸君にいって
おくことがある。
All （皆々）
Speak, speak.（聞こう、聞こう） 
First Citizen （市の一）
You are all resolved rather to die than to fam-
ish? （諸君は餓えるくらいなら、死ぬという決
心でせうね？）
All （皆々）
Resolved. resolved. （さうだ、さうだ。）
First Citizen （市の一）
First, you know Caius Marcius is chief enemy 
to the people. （ところで、我々民衆の第一の仇
敵はケイヤス・マーシャス（コレオレイナス）
でせう。）
All （皆々）
We know’t, we know’t. （そうだ、そうだ。）
First Citizen （市の一）
Let us kill him, and we’ll have corn at our 
own price. Is’t a verdict? （奴を殺しッちまっ
て、吾々の望み通の価格で穀物を手に入れる。
さういふ決議でせう。）
All （皆々）
No more talking on’t ; let it be done : away, 
away! （もう何もいうにゃ及ばん。やッつけッ
ちまおう。さ、行かう、行かう。）
Second Citizen （市の二）
One word, good citizens. （良民諸君、ちょいと
もう一言。）
First Citizen （市の一）
We are accounted poor citizens, the patri-
cians good. What authority surfeits on would 
relieve us :,…（おいおい、貧民諸君だよ。良民
てのは貴族連ばかりだ。やつらの手に有り余っ
てる物だけで、立派に此方は助かるんだ。…）
　この「コレオレイナス」に関しては、ラムの
Tales from Shakespeare 中には含まれていな
い。また、これについての啄木の評価や批判も
なく、それ以後の日記・書筒においても言及が
ない。恐らく、この冒頭の部分が、中学校時代
に啄木たちが起こした「ストライキ事件」を思
い起こさせたのであろう。
［総単語数 30131、使用単語数　3975］やや難
易度の高い本である。
７. Maurier’s novel “Trilby”（16）
十一月十六日　晴、日曜日
　大橋図書館に一日を消す、
　帰路、中西屋より Maurier’s novel “Trilby,” 
"Selected poems from Wordsworth’s” 求む。
図 8　Maurier’s novel “Trilby”
図 7　Shakespeare’s 
“Coriolanus”
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　Click to LOOK INSIDE をクリックすると、
本の内容が電子書籍形式で読むことができるよ
うになっている。303ペ－ジから成る本である。
OXFORD WORLD’S CLASSICS の中の一冊
で現在でも入手可能である。川並秀雄には簡単
な紹介はあるが、森　一には書名だけで、特に
この本に関しての記述はない。
　Trilby の「内容の概略」 : トリルビーは文字
通りの音痴であった。Svengali は彼女の耳を試
してみた。彼は真ん中の C の音を出し、それ
からすぐ上の音Fを出しどちらの音が高いか、
と彼女に尋ねた。彼女はどちらも全く同じであ
ると答えた。たとえそのような状態であっても、
Svengali は彼女に催眠術をかけ著名な女性歌
手に変身させてしまう。トリルビーは才能に恵
まれた歌手になり、常にすべてを忘れ、夢うつ
つの状態で歌を歌う。ロンドンでの公演の時、
Svengali は突如、心臓発作を起こし、催眠術
をかけられなくる。トリルビーは音楽に合わせ
て歌うことができなくなり、嘲笑を受け、露わ
な不満、軽蔑を受け、鋭い口笛で野次られるこ
ととなる。催眠がかかっていなければ、彼女は
全く途方にくれてしまう。彼女は Svengali, と
の生活や旅をしたことは思いだすが、自分が歌
手であったことは思い出すことが出来ないので
ある。
（Trilby - Wikipedia, the free encyclopediaより）
　この本を買い求めた理由は不明であるが、渋
民日記（明治 37 年 3 月 27 日）に次のような記
述がみられる。「催眠術こそ面白いものである。
厳密に云へば、無論催眠術とは単に或る方法を
以て人を催眠状態に誘ひ入れるといふ丈けの事
で、その上に起る種々奇蹟的の現象は、一切人
間の精神感応の作用で、催眠術そのものの結果
ではない。精神活動の盛んな人で、よく心気交
通の呼吸に達したものは、催眠術を施さずして
一切の奇跡を行ふ事が出来る理である。」精神
活動の盛んな人と自分を重ね合わせているので
あろう。自分は催眠術を施さずして一切の奇跡
を行う事が出来る、という自信の現れであろう。
また、山住正巳著「回想・教壇の文学者」の中
で、啄木が実際に、生徒の一人に催眠術をかけ
た話が載っている。（17）
８．Selected Poems from Wordsworth’s（18）
　明治 39 年 4 月 8 日付日記（渋民日記）には、
次のような記述がある。「春風膚に適して心地
すがすがしき日。今日もひとり伺を曳いて、む
かしの住居であつた寺のほとりをさまよふた。
満々と春水を湛へて、漣白雲の影を砕く用水沼
の堤、草を布いて陽炎の中に腰を下せば、我と
我が今の身を忘れた様な心地がする。ああこの
堤、この堤に自分は嘗て幾十回腰を下して物思
ひに耽つたであらう。幼時嬉遊の昔を除いても、
五年前友から借りた『ヲルズヲルス』を最も面
白く繙いたのもこの堤の上であつた。」
　啄木は 5 年前の明治 34 年にはワーズワース
に興味をもって読んでいる。啄木が中学 4 年生
であった。3 年次修了時成績は、135 名中、86
番で、学校の勉強に身が入らず、「教室の窓よ
り伿げて、ただ一人、かの城址に寝に行きしか
な」の頃である。啄木が読んだ『ヲルズヲルス』
とは、宮崎八百吉著『ヲルズヲルス』（民友社　
明 26 年 10 月）で、国会図書館の「近代デジタ
ルライブラリー」で、電子書籍として読むこと
が可能である。
図 9 － 1　啄木が中学
時代に読んだ『ヲルズ
ヲルス』（国会図書館、
近代文学デジタル・ラ
イブラリー）
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　Click to LOOK INSIDE をクリックすると。
本の内容が電子書籍形式で読むことができるよ
うになっている。421ペ－ジから成る本である。
Penguin Classics の中の一冊で現在でも入手可
能である。啄木が入手した本がこの本であった
かは定かではない。
　「盛岡中学校校友会誌」第十号　明治 40 年　
9 月 20 日　「一握の砂」に次のような記述があ
る。：稚児を見よ。其目の涼しきはみ空の星の
如く、其頬のふくよかに麗はしきは、なべての
花にも木の実ににも劣らず。物見るに怖れとい
うものを知らず、泣くにも笑むにもわが心のま
まにて、欲しと思ふ物あれば手をさしのぶるに
誰憚ることなし。神の如き無邪気とは之なるべ
し。…いかなる人と雖も、先づ世に出るや皆か
くの如きなり。然もその最後の日の相同じから
ざる。何となれば我等の常に見る所の如き呼か。
…小児は成人の父なりとは湖畔の詩人が歌へる
ところなりき。」
湖畔の詩人が歌えるものとは、ワーズワースの
次の The Rainbow「虹」であり、この一節の 
The Child is father of the Man. は、彼が渋民
小学校で教育するときの根底の理論となるので
ある。
虹　井口保夫　訳
My heart leaps up when I behold
　　　大空に　虹を見る時
A rainbow in the sky :
　　　わたしの　心は躍る
So was it when my life began,
　　　わたしの生命の始まりも　そうだったし、
So is it now I am a man,
　　　大人となった　今もそうである。
So be it when I shall grow old
わたしが　年老いた時も、そうであっ
てほしい、
Or let me die!
　　　そうでなければ生きていても仕方がない。
The child is father of the man :
　　　子どもは　大人の父である。
And I could wish my days to be
　　これからの日々も　自然を敬う心によって
Bound each to each by natural piety
　　　毎日がしっかりと　結ばれていてほしい
　直訳形式で訳されているが、啄木であったら
また違った素晴らしい訳をしていたことであろ
う。
９．Hamlet By Shakespeare
十一月十七日　「月」Monday
　「朝残紅兄より端書が来た。自分は申訳がな
い程皆さまへ返事もやらんで居る。午前は読書。
午後は日本橋の丸善書店へ行つて、 “Hamlet 
By Shakespeare”“Longfellow’s poem” の Se-
lection とを買つて来た。若い者が丸善の書籍
室に這入つて、つらつら自分の語学の力をはか
なむ心の生ずるのは蓋し誰しもの事であらふ。
あゝ自分も誠に羨ましさに堪えられなかった。
…」
　Click to LOOK INSIDE をクリックすると。
本の内容が電子書籍形式で読むことができるよ
うになっている。244ペ－ジから成る本である。
Penguin Classics の中の一冊で現在でも入手可
能である。啄木が入手した本がこの本であった
かは定かではない。
図 9 － 2　
Selected poems 
from Wordsworth’s
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　この本をどの程度読みこなしたかは、その後
の記述がないので、明らかでないが、後日、小
樽新聞の記者をしていたとき、「新時代の婦人」
と題する評論（明治 41 年 1 月 28 日）の中で「弱
き者よ、汝の名は女なり（Frailty，thy name 
is woman.）」というシェークスピアの名言を引
用している。母ガートルードが、夫の死後間も
なく夫の弟クローディアスと結婚したことをハ
ムレットが嘆いた言葉を引用した記事を書いて
いる：「（弱き者よ、汝の名は女なりき。）これ
英国の詩聖沙翁が戯曲中の名句にして、多くの
婦人研究者が好んで引用する所の語なり。然り、
婦人の世に在る、之を男子と比較して、唯愛の
一事を除いては殆んど凡ての場合に於て弱し。
［総単語数 32864、使用語数 4666］大学の専門
英語程度の英文で、やや難しい。
10．モントゴメリー（19）の詩
十一月十九日、
　「……この夕、モントゴメリーの詩「黄昏」 twi-
light を読む。夕の歌として最上の者也、その宗
教詩人たる丈信仰の念躍として紙上に現はる。」
　川並秀雄（1972）はモントゴメリの詩に関し、
「ところで、The Poetical Works of Montgom-
ery, Routledge, Warn, & Routredge, London 
1861　によって調べたが、Twilight という題
の詩はなく、Moonlight の誤りと思う。」と述べ、
モントゴメリの 12 連から成る、Moonlight を
提示し説明している。余程、確信があってのこ
とであろう。さらに、森　一（1982）もそれに
同調しているが、「モントゴメリは、英文学史
にもほとんど名を留めない群小詩人の部類に入
るもので、川並氏の調査による ｢月光｣ にして
も、さほどの感動を呼ぶものではない、と述べ、
さらに「啄木の賛辞は、彼独特の独善的、誇張
表現であろう。」と論評をし、12 連のその詩の
うち 2 連を引用し、紹介している：　
Gentle Moon! a capital calls ;
　　　優しき月よ！　囚われびとは叫ぶ
Gentle Moon! awake, arise!
　　　優しき月よ！　目覚めよ！
Gild the prison’s sullen walls ;
　　　金色に輝かせよ、牢獄の陰鬱の壁を。
Gild the tears that drown his eyes.
　　　金色に光らせよ、彼の眼を濡らす泪を。
At this moment, dost thou see, 
　　　今、この時、（月よ）汝には見えるか、
From thine elevated sphere,
　　　汝のその高き天空から、
One kind friend who thinks of me,
　　　― 我を思う心優しき友が―
Thinks, and drops a feeling tear?
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　　　思い出しつつ、情けある泪をこぼすのを。
　「（囚われびと）を自分自身に、（心優しき友）
を節子に、（幽囚の身）を自らの苦境にそれぞ
れ置き換えて、現在の非運をかこつ啄木の心情
や、哀れと言うべきかもしれない。それにして
も、自己の心情を仮託するために、啄木が英詩
を引用する時宜を得たその巧みさには、感服さ
せられる。」（森　一 1982）
　二人ともモントゴメリとは英詩人、James 
Montgomery であると思い込んでいる。J. 
Montgomery の Moonlight の詩は彼が投獄さ
れていた折の作詞である。辞書の中で最も字
数の多い語として知られる、 antidisestablish-
mentarianism［28 文字］）は英国の首相 W. E. 
Gladstone の造語で、「国教廃止条例反対論」
という意味で、James が投獄された頃作られた。
この Moonligjt の詩が、「夕の歌として最上の
者也、その宗教詩人たる丈信仰の念躍として紙
上に現はる。」と言えるのであろうか。
　英米文学辞典を引いてみると、Montgomery
の 名 が 3 人 で て い る。James Montgomery, 
Lucy Maude Montgomery, Robert Montgom-
ery で、次のように記述されている：
◎ Montgomery, James（1771―1854）: Scot-
landの詩人。非国教会派と自由のために戦い、
投獄された。多くの讃美歌および The Wander 
of Switzerland（1806）,The West Indies（1810）
…などの詩作がある。
◎ Montgomery, Robert（1807）: イギリスの詩
人。The Omnipresence of the Deity（1828）, 
Satan（1830）など、宗教詩を書いて大いに好
評を博した…。
◎ Montgomery, Lucy Maude（1874―1942）:
カナダの児童文学者。牧師 Evan MacDonald
夫人。少女 Anne を主人公にした Ann Green 
Gable（1908）で有名。その連作は Anne of 
the Island（1915）, Anne of Windy Poplars
（1936）など。
　James を除く二人の詩集には、それぞれ 
Selections from the Poetical Works of Robert 
Montgomery（1836） と The Watchman and 
Other Poems（1916）がある。なんと、この 2
つの詩集には twilight という題の詩が収められ
ている。Lucy Maude の詩のほとんどが、1985
年頃の学生時代に書かれたもので、その詩を
モードが作品を新聞社や雑誌社に［売り込んだ］
ものである。啄木が twilight を読んだのは、明
治 35 年（1902）11 月 19 日のことであり、両
詩集とも啄木が読んだ可能性がある。
以下に二人の Twilight を見てみよう。
 Twilight（Robert Montgomery）
An hour with Nature is an hour with heav’n.
　　　自然との時間は、神との時間なり、
When feeling hallows what the fancy views ;
　　　その時、感性が、めぐる空想を神聖化する；
And thus, oh twilight! may the spirit learn 
　　　おお、黄昏よ！かくして、霊魂は知るであろう
From thy fond stillness what the day denies.
　　　汝の優しい静寂から、昼間が拒絶するものを。
Now Memory too, divinest mourner, wakes 
　　　神聖なる嘆き人よ、記憶はまた、呼び覚ますのだ
The soul’s romance, till years of verdant joy 
　　　魂が求めるものを、そして新たな喜びの歳月が
Revive, and bloom around the heart once more.
　　　再び心に蘇り、花咲くのだ。（日景敏夫訳）
……
Twilight（Lucy Maude Montogomery）
From vales of dawn hath Day pursued the Night
　　　朝明けの谷間から、昼が夜を追い掛けた
Who mocking ﬂ ed, swift-sandalled, to the west,
　　　夜は嘲りながら速駆けの靴を履いて西へと逃げた
Nor 追う ever lingered in her wayward ﬂ ight
　　　昼の追跡に報復するような薄暗い視線を投げ掛けて
With dusk-eyed glance to recompense his quest,
　　　気まぐれな逃亡に立止まることなく
But over crocus hills and meadows gray
　　　クロッカスの咲く丘を超え、灰色の草地を越え
Sped ﬂ eetly on her way.
　　　足早に逃げて行った（吉川道夫訳）
 
　この詩を詠んだ時、Robert はすでに宗教詩
人としての名声を得ていた。Maude は牧師の
妻になっているが、宗教詩人ではなく、児童文
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学者として知られている。川並秀雄、森一が
「モントゴメリー」とは英国の詩人であると思
い込んでいるように、啄木の時代は英国文学が
主流で、カナダの文学は情報が入ってこなかっ
たと思われる。上記の二つの詩の内容を比べて
みても、Maude の詩には比喩的表現かなり使
われているが、宗教的な感じはない。一方、
Robert の「自然との時間は、神との時間なり。」
「その時、感性が空想を神聖化する；」の最初
の 2 節はまさに、「夕の歌として最上の者也、
その宗教詩人たる丈信仰の念躍として紙上に現
はる。」という啄木の絶賛に値する。以上の理
由から啄木が読んだ twilight はまさに Robert 
Montgomery の twilight なのである。
11. "Longfellow’s poem” の Selection（21）
十一月廿一日
　思想紛糾して落袖記成らず。
　瀬川藻外兄より端書と、白羊会十一月礼会の
詠草と来る。ああ吾誠に御無沙汰して居たり。
夜、中西屋、丸善等をたづね、せつ子様に送る
べきネスフイルド　グランマーの一、及びウオ
ルズヲースの詩抄、イプセンの散文劇詩 John 
Gabriel Borkman のオーサー英訳買ひ来る。
絵葉書、せつ子様、小沢兄等へしたたむ。水心
兄へは海岸の景色に Longfellow の「潮のみち
干」の一節をしるして。
　渋民よりみつ子の文きたる。
 
Longfellow の「潮のみち干」の一節
The tide rises, the tide falls
　　　潮が満ち、潮が引く
The twilight darkens, the curlew calls ;
　　　黄昏が幕を下ろし、鴨が啼く 
Along the sea-sands damp and brown
　　　湿った褐色の砂浜を
The traveler hastens toward the town,
　　　旅人は町へと急ぐ
And the tide rises, the tide falls.
　　　そして、潮が満ち、潮が引く
十一月廿六日　水曜日
　英訳。午後、中西屋より
　　Mr Punch’s Pocket Iosen By Anstey.　
Orloﬀ  and his wife By Gorky.　買ひ来る。
十一月廿七日　木曜日
　一日英語。
　夕方三丁目の後方の芝地にてゴルキイ読む、
秋の蝶飛び来れるに興覚えて落日の頃まで草の
上に横はる。
12． Mr Punch’s Pocket Ibsen By Anstey（22）
　岩波書店発行の「啄木全集」第 13 集には、　
Mr Punchs pocket Losen By Anstey と記述
され、筑摩書房「石川啄木全集」第 3 集には、　
Mr Punchs Pocket Lessen By Anstey と記述
されている。両全集とも、Ibsen を Losen, Les-
son と誤記している。川並秀雄（1972）は、
「啄木が購入した , Anstry, Mr. Punch’s Pocket 
Lesson がどんな内容の書であるか、未見なの
で、紹介できないのは、残念である。」と記し、
森一（1982）も、「Mr. Punch’s Pocket Lesson 
By Anstryについては不明である」としている。
両氏の言う、Anstry, Mr. Punch’s Pocket Les-
son とは Anstey, Mr. Punch’s Pocket Ibsen の
ことである。この本も INTERNET ARCHIVE 
で閲覧が可能である。内容はイプセンの作品を
滑稽の材料にしたパロデーの類で、1893 年に
出版された。『人形の家』の他に『ロスメルホ
ルム』『ヘッダ・ガブレル』『鴨』『ピル・ドク
図 12　Longfellow : 
Selected Poems （Pen-
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ター・ヘルダール』等のイプセンの作品の作り
変えも加えてある。
Contents　ROSMERSHÖLM ……………  1
NORA;OR, THE BIRD-CAGE … 35
HEDDA GABLER …………… 79
THE WILD DUCK …………… 125
PILL-DOCTOR HERDAL …… 155
　13． Orloff And His Wife : Tales Of The 
Barefoot Brigade by Maxim Gorky （23）
485 ページからなる本。Amazon.co.jp から購入
可。
　啄木は明治 35 年 6 月 20 日の岩手日報に「『ゴ
ルキイ』を読みて」を投稿してる：
　「露国文壇の獅子王否世界文芸の寵児として
吾々が陰乍らマキシム・ゴルキーに捧げた尊敬
は、決して少ないものではなかった。我邦（わ
がくに）に於いても二三の人達が論及し批評し
て居る内に、早くも彼は必ず読まざるべからざ
る文豪の一人として文壇に表れたのである。…」
14．John Gabriel Borkman（24）
　11 月 21 日にこの本を購入し、23 日には 13
頁まで訳している。24 日には読み終わってい
る。さらに、25 日から、23 日の続きを訳して
いる。11 月 30 日には「今訳しつつある「死せ
る人」（イプセン）は早く脱稿して出版せしめ
ん。」と、今度はイプセンの別の作品の翻訳を
手掛けている。このことから判断すると、啄木
が買い求めたイプセンの本とは全集である可能
性がある。イプセンの全集を調べてみると、
”Collected Works of Henrik Ibsen William 
Archer.（trans.）William Heinemann, 1897”
に突き当たった。これは 5 巻からなる全集で、
第 5 巻には ”Little Eyolf” ”John Gabriel Bork-
man”そして ”When We Dead Awaken”の 3
つの作品が収められている。啄木の「オーサー
英訳買ひ来る。」のオーサーとは Archer のこ
とだと思われる。
　INTERNET ARCHIVE で、完全な電子書籍
として利用することが出来る。
 
［総単語数 24835、総語彙数 2449］
　この本は、4 幕からなる劇で、幕ごとの説明を
除いては、全文が会話体で、使用されている単語
も短くて易しいものが多い。これは当時かなり
評判になっていた本で、まだ翻訳本もない。
啄木はこの本を手にして文の内容を見て、自
分でも訳せると思ったのであろう。11 月 21 日
にこの本を購入し、23 日には 13 頁まで訳して
いる。24 日には読み終わるという、精力的な
図 15 Collected Works
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読書である。啄木がこのように集中的に読書を
し、書き綴る場合、内容をよく理解している
ことを示すものである。例えば、詩稿ノート
「EBB AND FLOW」、A. L. Ward 編『SURF 
AND WAVE : THE SEA AS SUNG BY THE 
POETS』を読み、夢中で 41 の詩をノートに書
いている。それぞれの詩の情景が、啄木の頭の
中に浮かび、感動して書き写している。さら
に、明治 44 年 5 月に執筆した評論、A Letter 
From Prison において、クロポトキンの自伝
“Memories of a Revolutionist”の中から、か
なりの長文（25×355 行）を引用し、書き綴っ
ている。この行為は「怒り」からくるものである。
「ボルクマン」の場合は、書き写すのではなく
翻訳をしている。生活の糧とするためであった。
啄木の作文力と後で示す野口米次郎の英詩の感
動を与えるような日本語訳から判断して、恐ら
く、啄木は訳し終えたと思う。それも、かなり
上手に。しかし、その原稿がすぐに本になり、
生活費を手に入れることができると考えた啄木
の甘さは、まさに世間知らずから来るものであ
る。後に「あこがれ」を出版する際、出版する
苦労がよく分かったはずである。ちなみに、明
治42年11月に森鴎外が「ジョン・ガブリエル・
ボルクマン」の翻訳を出版している。
 
3．石川啄木の真の英語力
　第 1 回目の上京期間中に、これまで見てきた
ようにかなり多くの英書を買い求め、読み漁っ
ている。そして、それぞれの英語資料が、どの
程度の難易度のものか、Project Gutenberg か
らダウンロードできるものについては、総単語
数、使用語数から判断した。しかし、啄木の本
当の英語力は多くの本を読んだことからは測り
知ることはできない。言えることは、「ボルク
マン」を翻訳できたということだけである。そ
れも、実際に翻訳したものを見ていないので、
確かなものではない。
　盛岡中学の恩師、大井蒼梧は明治 40 年「明星」
第 4 号に「歌話」という評論を投稿している。
その中の「短歌の言語」において次のよう述べ
ている：
　「短歌は一個の詩だと前回に述べたが、さて
詩である以上、その言語は何うしても含蓄の多
い、奥行きのある言語で無くては成らぬ。…古
き諺にも「一字一義」と云って、一つの義を表
はすに最も適当な文字は一字しか無い、此の最
も適当な一字に出会はない間は、いつまでも文
字を選択して行く、これが心ある文士、古の大
家名匠の所為である。」と述べ、斎藤緑雨、落
合直文、与謝野鉄幹ら大家が適当な語を見付け
るのにいかに多くの時間を費やしているかを実
例を示して紹介している。啄木はこの所作を瞬
時のうちにやってのけるのである。
　大谷利彦氏は「啄木には詩的イメージの喚起
力と情緒をたちどころに適切な言葉に表現化す
る非凡なエネルギーとが生来そなわっていた。
単なる意識のひらめきに終わらせず、それを瞬
間的に文学に結んでいく」（25）と述べているが、
啄木による色々な作品を読むならば、このこと
を否定するものはいないであろう。即ち、啄木
は、頭に浮かんだ光景・情景をそのまま文字に
して、作品にしてしまう能力を生来持っている
のである。それ故、啄木は作品を量産できるの
である。秋奖笛語、11 月 5 日の日記には一度
に 42 首も詠んでいる。
　そこで、啄木の英語力であるが、英語を読ん
だ詩のイメージが啄木の頭の中に取り込むこと
ができれば、もうしめたものである。後は通常
の操作をするだけである。
　「英語のイメージ」と「啄木の頭の中のイメー
ジ」を比較できる唯一の資料がある。「詩談一
則」（『岩手日報』明治 37 年 1 月 1 日）の中で、
図 16　Surf and 
Wave Ward, 
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（『東海より』を読みて）の副題のもとに、ヨネ・
ノグチ（野口米次郎）の英詩集「From the 
Eastern Sea」（『東海より』）の書評を展開して
いるが、これを見れば啄木が英詩をどの程度、
理解しているかは一目瞭然である。断片的に訳
しているものが多いが、中にはまとまった訳も
みられる。「詩談一則」の中では、英文は付し
てないが、原本、「From the Eastern Sea」か
ら抜き出した英文と啄木の訳を並べて対照して
みる。（英語と日本語訳が前後していることも
ある）
（Dedication to the Spirits of Fuji Mountain）
（富士山の霊に捧ぐ）
Fuji Yama
　　　冨士山よ
Touched by thy divine breath,
　　　汝が聖なる呼吸に触れれば、
We return to the shape of God
　　　我等は神の姿にかえるよ。
…… 
　Death is sweet,
　　　死は楽し、
Life is sweeter than Death,
　　　生は死より更に楽し
（The Valley of Peace）
　　　（平和の谷）
………
She in her velvet sandals
　　　彼女はビロードの上靴もて
Stepped airily
　　　愛の古代の森の方に
As the stealing yellow steps of the young 
moon
　　　新月の黄なる歩みをぬすむ如く、
Toward an ancient forest of love ;
　　　軽やかに歩みぬ
………
A honey bee stopped on her lips ;
　　　蜜蜂は彼女の唇頭にとまりぬ、
Her mouth was a ﬂ ower ready to ﬂ y,
　　　其口は「永遠」にうるほひたる、
Bedewed by indiﬁ nity,
　　　飛ばんずる花なりき、
Her smile was a summer dawn
　　　其頬笑みは夏の曙光なり
（ Hana San）
　　　（お花さん）
It was many and many a year ago,
　　　そは幾々年の昔
In a garden of the cherry blossoms
　　　日本という美しき名をもて、
Of a far-oﬀ  isle you may know
　　　汝等が知るなる遠き島の、
By the fairy name of Nippon
　　　桜花の苑中にてなりき、
（Under the moon）
　　　（月下にて）
The moon was voiceless as a nun
　　　月は美（うるは）しき愁いに輝く眼もて、
With eyes shining in beauteous grief :
　　　比丘尼の如く沈まりぬ、
（The mystic silence of the moon
　　　（この二行は省略されている） 
Gradually revived in me the Immorality,）　
The sorrow that gently stirred
　　　静かに動き来れる悲哀は、
Was melancholy-sweet : sorrow is higher
　　　愁はしき悦びなりき。悲哀は遥に
Far than joy, the sweetest sorrow is supreme
　　　喜びより高し、いと楽しき悲哀は
Amid all the passions.  I had
　　　諸有（あらゆる）感情の無上な者也。我は
No sorrow of mortal heart : my sorrow
　　　人間の心の悲を持たず、我悲哀は
Was one given before the human sorrows
　　　人界の悲哀を知らざりし前に
Were given me.  Mortal speech died
　　　与えられたる者なりきよ。
From me : my speech was one spoken before
　　　人間の言葉は我より死に去りぬ、
God bestowed on me human speech
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　　　我言葉こそ神が人界の言葉を
　　　我に与へし前に話されたる者なる。
………
What a bird
　　　何を鳥が
Dreams in the moonlight is my dream :
　　　月光の中に夢むるかは乃ち我夢にして
What a rose sings is my song.
　　　薔薇（さうび）の歌えるそれぞ歌なる
（平和の谷）では「彼女はビロードの上靴もて ,
…軽やかに歩みぬ/ 蜜蜂は彼女の唇頭にとまり
ぬ、其口は「永遠」にうるほひたる」 と詠い、
（お花さん）では、「そは幾々年の昔、日本とい
う美しき名をもて、汝等が知るなる遠き島の、
桜花の苑中にてなりき」と英詩のイメージを正
確に取り込み、自分の詩のことばと詩の文法を
用いて、読み手に感動を与えるように表現して
いる。さらに、（月下にて）では、「月は美（う
るは）しき愁いに輝く眼もて、比丘尼の如く沈
まりぬ」、と a nun に「比丘尼」という詩的な
響きを持つ言葉をあてている。この部分を作者
の野口米次郎は、「月は美はしい悲哀に輝く眼
をした、女僧やうに無言であった」と訳してい
る。両者を比べてみると、啄木の表現力の豊か
さには感嘆せざるを得ない。この「比丘尼」と
いう言葉を聞くと「春まだ浅く」の詩の一節中
で用いられている「たゆたいぬ」という語を思
い出す。
　このように、啄木らしい詩のことばを用いて
情緒のある正確さをもって訳されているのが分
かる。さらに、「詩談一則」において読み手を
納得させるような、各詩の鑑賞まで試みている。
このように、啄木は英詩の情景を正確に頭の中
で概念化し、それを日本語で詩という作品にし
ている。これが啄木の本当の「英語力」である。
或いは「言語力」と言ってもいいであろう。参
考のために、自選詩集につけられている、野口
米次郎の訳を示しておく。：
月は美はしい悲哀に輝く眼をした
女僧のやうに無言であった
月の神秘な沈黙は
漸次私に永遠無終を復活した。
徐に動く悲哀は
物かなしく甘かった、悲哀は喜悦より、
遥かに高貴で、最も甘やかな悲哀は
すべての情熱のうちで、最も甘やかな悲哀は
すべての情熱のうちで至高のものだ。私には
人間の心のなん等の悲哀もなかった。私の悲哀
は
人間の悲哀が私に与えられた以前に
与へられた悲哀であった。人間の言葉が
私から死んだ、私の言葉は神が私に
人間の言葉を与えた以前私が語った言葉であっ
た。（26）
　以上のように啄木は、英語の情景を頭の中に
取り込み、それを直ぐ詩という作品に変換して
いる。普通の人間は、上記の野口米次郎の訳の
ように、直訳して、その後で、短歌・詩の文法
を経て詩のことばを用いて作品化するが、啄木
は、（辞書・言葉にする文法）と（詩のことば・　
短歌・詩の文法）が並列されているので、短歌・
詩の場合直ちに作品として文字・音声に変換で
きるのである。
啄木の英詩から作品までの変換過程
・ 表層とは実際に話したり、書いたり、或いは、
書かれていることば
・辞書とは各人が頭の中に所有している語彙
・ 深層とは、これから言おうとする、頭の中に
ある概念で、言葉にする文法と辞書によって
書いたり、話されたりする .
・ 作品を作ろうとする場合は、「詩のことば」
と「短歌・詩の文法」を用いる。
図 17　啄木の英詩から作品までの変換過程
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　啄木の場合、A（辞書・言葉にする文法）と
B（詩のことば、短歌・詩の文法）とが並列さ
れているが、普通人間は、Aの作業をまずし、
その後でBの作業をすることになる。
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